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通勤中の車の中でふと相加相乗平均の不等式が頭に浮かんだ。相加相乗平均の絶対不等式の証明は（左辺）か

ら（右辺）を引いて云々という流れで教科書では扱われているが、項数が増えた時はそのやり方では大変、何か

方法はないものかと考えたところ、右辺の累乗根を見て対数の素晴らしい性質を思い出し、対数関数で証明でき

ないかと考えた。
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【一般的な証明】

襲署+z鬘緑の両辺に3をかけた川十塁三3杯を証明すればよい。
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【対数関数を用いた証明】

２２土姜土三ご杯の両辺を底が2の対数でとった１．９２｣辻:f土竺篁'･段杯 を証明する。
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【証明】
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【証明】
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Ⅲこの議論については、本当にこの点が多角形の内部に存在するかは厳密には示さなくてはならないが、グラフの形状から視覚的
に結論づけた。


